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財団法人　阿蘇地域振興デザインセンター
〒869-2612　熊本県阿蘇市一の宮町宮地2402(熊本県阿蘇総合庁舎内)
TEL.0967(22)4801(直通)／0967(22)1111(内線571)
FAX.0967(22)4802  URL  http://www.asodc.or.jp/

WAVEウェイブは、雄大な阿蘇の山脈を表しています。また、阿蘇からの情報発信や地域づくりの新しい波という意味も込められています。
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気
象
庁
に
よ
り
「
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
雨
」
と

発
表
さ
れ
た
こ
の
度
の
九
州
北
部
豪
雨
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
様
に

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
23
年
度
は
、
平
成
23
年
3
月
12
日
に
九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー

ト
が
全
線
開
業
し
、
九
州
に
お
け
る
福
岡
、
熊
本
、
鹿
児
島
の
高
速

鉄
道
交
通
網
の
縦
軸
が
完
成
し
ま
し
た
が
、
前
日
の
3
月
11
日
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
と
そ
の
後
に
発
生
し
た
福
島
県
の
原
発
事
故

の
影
響
を
受
け
、
国
内
旅
行
は
も
と
よ
り
、
海
外
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
旅
行
に
も
大
き
く
影
響
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
地
域
の
早
期

の
復
旧
、
復
興
を
願
っ
て
い
ま
す
。
阿
蘇
地
域
で
も
、
各
市
町
村
の

イ
ベ
ン
ト
・
ま
つ
り
の
中
止
な
ど
、
東
北
地
方
に
配
慮
し
、
観
光
に

お
け
る
自
粛
ム
ー
ド
が
高
ま
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
5
月
の
連
休
頃

か
ら
徐
々
に
阿
蘇
地
域
へ
の
訪
問
客
も
増
加
し
、
ま
た
東
北
へ
の
修

学
旅
行
が
九
州
へ
振
り
返
ら
れ
る
な
ど
の
好
転
も
見
ら
れ
、
夏
休
み

以
降
は
、
中
国
地
方
の
山
口
、
広
島
、
岡
山
お
よ
び
関
西
圏
の
大
阪

周
辺
地
域
か
ら
の
九
州
新
幹
線
の
利
用
客
の
増
加
は
、
豊
肥
本
線
に

も
見
ら
れ
、
阿
蘇
へ
の
観
光
客
や
宿
泊
客
の
増
加
が
図
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
の
度
の
災
害
で
観
光
面
で
の
落
込
み
も
心
配
さ

れ
ま
す
の
で
、
そ
の
対
策
も
と
ら
な
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
阿
蘇
地
域
は
、
滞
在
交
流
型
の
旅
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
阿
蘇
カ
ル

デ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
博
覧
会
」（
以
下
「
阿
蘇
ゆ
る
っ
と
博
」
と
い
う
。）

を
昨
年
か
ら
展
開
し
て
、
地
域
振
興
と
観
光
振
興
を
融
合
し
た
取
組

み
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ジ
オ
パ
ー
ク
拠
点
施
設
の
中
核

で
あ
る
阿
蘇
火
山
博
物
館
と
連
携
し
な
が
ら
、
ジ
オ
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

と
し
て
の
業
務
を
行
っ
て
お
り
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

加
盟
認
定
に
向
け
た
取
組
み
も
進
め
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
は
、
公
益
法
人
制
度
改
革
に
伴
う
新
法
人
へ
の
移
行
に
つ

い
て
検
討
し
、
公
益
財
団
へ
の
移
行
を
確
認
し
ま
し
た
。
平
成
24
年

度
は
、
阿
蘇
草
原
の
維
持
再
生
に
対
す
る
事
業
も
新
た
に
加
わ
り
、

環
境
面
で
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
推
進
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
は
、
地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
な
く
し
て

は
成
り
え
な
い
も
の
で
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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2
0
1
1
年
3
月
12
日
の
九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
全
線
開
業
に
合
わ
せ
て
、
自

然
を
活
用
し
た
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」、
農
村
集
落
を
活
用
し
た
「
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
」、
商
店
街
や
温
泉
街
を
活
用
し
た
「
タ
ウ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
3
つ
の
地
域
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
総
合
体
で
あ
る
阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
、
公
共
交
通
網
の
シ
ス
テ
ム
化

を
融
合
し
た
「
ス
ロ
ー
な
阿
蘇
づ
く
り
」
を
ベ
ー
ス
に
、
滞
在
交
流
型
の
博
覧
会
「
阿

蘇
カ
ル
デ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
博
覧
会
（
阿
蘇
ゆ
る
っ
と
博
）」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
阿
蘇
の
自
然
や
歴
史
・
文
化
、
そ
し
て
「
人
」
の
魅

力
を
最
大
限
に
活
か
し
て
、
滞
在
交
流
型
観
光
の
確
立

を
目
指
し
、
地
域
振
興
と
観
光
振
興
を
融
合
し
た
取
組

と
し
て
、
2
0
1
1
年
3
月
か
ら
2
0
1
2
年
3
月
ま

で
の
１
年
間
を
会
期
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
阿
蘇
地
域
8
市
町
村
と
大
分
県
竹
田
市
か
ら
な
る
県

境
を
越
え
た
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
地
域
の
大
フ
ィ
ー
ル
ド
を

会
場
に
、
農
村
集
落
や
商
店
街
を
パ
ビ
リ
オ
ン
に
見
立

て
、
そ
こ
で
の
体
験
や
人
と
の
交
流
で
ゆ
っ
く
り
の
ん

び
り
楽
し
め
る
新
し
い
旅
の
カ
タ
チ
〝
滞
在
交
流
型
の

旅
〞
の
博
覧
会
で
す
。

　
1
8
0
以
上
に
及
ぶ
充
実
し
た
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
、

全
地
域
に
配
置
し
た
来
訪
者
を
お
も
て
な
し
す
る
〝
旅

の
助
っ
人
〞
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
、
鉄
道
や
周
遊
バ
ス
、

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
な
ど
に
お
い
て
、
エ
リ
ア
内
公
共
交

通
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
す
る
と
と
も
に
、
公
式
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
・
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
阿
蘇
・
旅
の
市
場
」

な
ど
に
よ
る
情
報
提
供
、
携
帯
端
末
系
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ

ン「
阿
蘇
ナ
ビ
」や
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ（
電
子
看
板
）

な
ど
の
旅
行
案
内
シ
ス
テ
ム
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

　
ま
た
開
催
期
間
を
春
・
夏
・
秋
・
冬
の
4
つ
の
シ
ー

ズ
ン
に
分
け
て
、
シ
ー
ズ
ン
毎
に
特
長
の
あ
る
季
節
イ

ベ
ン
ト
・
協
賛
イ
ベ
ン
ト
を
催
し
、
１
年
間
と
い
う
ロ

ン
グ
ラ
ン
開
催
を
実
現
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
開
催
前
日
で
あ
る
2
0
1
1
年
3
月
11
日
に

発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
復
興
企
画
と
し
て
、
観
光

庁
主
催
で
現
在
開
催
中
の
「
東
北
観
光
博
」
は
、
こ
の

阿
蘇
ゆ
る
っ
と
博
の
考
え
方
が
モ
デ
ル
と
な
っ
て
お

り
、
全
国
的
な
Ｐ
Ｒ
効
果
・
影
響
を
与
え
た
も
の
で
す
。

ゆ
る
っ
と
博
開
催
し
ま
し
た

阿蘇

③ ② ①　
　
阿
蘇
ゆ
る
っ
と
博
の
目
的

新
し
く
歩
き
は
じ
め
る
阿
蘇
地
域
の

将
来
へ
の
布
石
に
つ
な
げ
る

 

受
け
皿
と
し
て
の
仕
組
み
の
完
成
と

地
域
の
連
携
・
連
帯
の
強
化

 

阿
蘇
地
域
に
お
け
る
滞
在
交
流
型
観

光
の
全
国
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
定
着

阿蘇ゆるっと博
パビリオンMAP
阿蘇ゆるっと博
パビリオンMAP



　阿蘇の山歩きのプロたちが、旅人たちを案内する「春あ
そ山歩き祭」では期間中513名の参加があり、阿蘇くじゅ
う地域の魅力を再認識するきっかけづくりにも繋がりまし
た。また、阿蘇くじゅう全域をフィールドにし、豪華賞品
をゲットする宝探し『阿蘇トレジャーハンティング2011』
も行われ、期間中約3万人の方々が参加されました。

　数え切れないほどの湧水地がある阿蘇くじゅう。夏は、
水に特色のあるパビリオンで、多くの旅人が、阿蘇くじゅ
うの豊かな清水に暑さを忘れるひとときを楽しみました。
商店街の参加店舗に持参すると、様々な特典が受けられる
『涼みうちわ』を片手に、期間中1,175名の方が『夏あそ涼
水祭』の特典を利用して下さいました。

　『秋あそ収穫祭』では、「農」と「食」をテーマにした『阿
蘇スローフードフェスタ』を開催。農家レストラン、農家
民宿、直売所など67の参加店舗でさまざまな特典が用意さ
れました。参加店舗で開催したスタンプラリーでは342名
の応募がありました。また、福岡都市圏を対象にした『阿
蘇日帰り満喫スローツーアー』では62名の参加があり、今
ままでにない阿蘇の魅力を紹介することができました。

　1年の最後を締めくくるのは、『阿蘇温泉郷・湯ごもり
祭』。参加温泉での入浴料が300円と割安になる入浴券の販
売や先着3,000様へ「湯ごもりタオル」のプレゼントを実施。
「めぐり湯」・「泊まり湯」のダブルスタンプラリーや、各
温泉地での趣向を凝らしたイベントやサービスが行われ、
イベント中15,934名の方が入浴券を利用して下さいました。

冬
3

夏

春秋心まで満たされる美味しい秋の彩り

阿蘇スローフードフェスタ

“涼”にあふれた湧水郷を“まちあるき ”。

阿蘇まちめぐり涼水祭

芽吹きの季節、大地のエネルギーを体験

阿蘇エコたびフェスタ

凍える旅人を温める冬のオアシス

阿蘇温泉郷･湯ごもり祭



阿
蘇
草
原
再
生
協
議
会

阿
蘇･

旅
の
市
場
シ
ス
テ
ム

　
阿
蘇
草
原
再
生
協
議
会
と
は
、
阿
蘇

郡
市
内
の
草
原
地
域
に
お
い
て
、
保
全

や
維
持
管
理
を
含
む
自
然
再
生
の
幅
広

い
取
組
を
進
め
、
以
前
の
多
様
性
の
あ
る
草
原
環
境
を

取
り
戻
そ
う
と
す
る
も
の
で
、
地
元
牧
野
組
合
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
専
門
家
、
地
元
住
民
、
地
方
公
共
団
体
、
関
係
行

政
機
関
な
ど
が
自
主
的
に
参
加
し
て
設
立
さ
れ
た
組
織

で
す
。

　
平
成
22
年
度
に
阿
蘇
地
域
振
興
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

と
イ
オ
ン
株
式
会
社
及
び
イ
オ
ン
九
州
株
式
会
社
は
、

阿
蘇
地
域
の
観
光
振
興
・
経
済
振
興
な
ど
に
協
力
し
て

取
り
組
む
こ
と
を
目
的
に
提
携
し
、
阿
蘇
ゆ
る
っ
と
博

公
式
カ
ー
ド
と
し
て
『
阿
蘇
千
年
の
草
原
Ｗ
Ａ
Ｏ
Ｎ
』

を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　
全
国
の
Ｗ
Ａ
Ｏ
Ｎ
加
盟
店
で
利
用
さ
れ
た
売
上
金
の

一
部
を
イ
オ
ン
か
ら
「
阿
蘇
草
原
再
生
募
金
」
へ
自
動

的
に
寄
付
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
、
平
成
23
年

度
に
は
60
万
円
余
り
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　
財
団
法
人
地
域
総
合
整
備
財
団
（
ふ
る
さ
と
財
団
）

か
ら
の
助
成
事
業
を
活
用
し
た
阿
蘇
観
光
情
報
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
と
併
せ
て
、
従
来
か
ら
あ
る
「
阿
蘇
ナ
ビ
」

を
「
阿
蘇
・
旅
の
市
場
」
シ
ス
テ
ム
と
し
て
大
幅
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
実
施
し
た
こ
と
か
ら
、
新
規
Ｉ
Ｄ
・
パ

ス
ワ
ー
ド
情
報
を
登
録
施
設
や
地
域
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
に

配
布
し
、
常
に
旬
な
情
報
を
ア
ッ
プ
し
て
い
く
体
制
を

整
え
、
お
客
様
に
充
実
し
た
阿
蘇
の
観
光
情
報
を
ご
提

供
で
き
る
仕
組
み
を
作
り
ま
し
た
。

■http://w
w
w
.asonavi.jp/

　九州の食を一同に集め、地域の
隠れた食の開発やブランド化、地
産地消や農商工連携の推進、交流
人口・宿泊客の増加を目指すと共
に、ご当地グルメを通じて九州を

元気にすることを目的とした地域活性化事業として開
催しました。
　九州で3回目の開催となる今回、阿蘇が舞台となり
「阿蘇ゆるっと博」と連携してイベント性を高める事で
相乗効果を図りました。ご当地グルメブースには地元6
団体を含む22団体、観光物産ブースには8団体が出展さ
れ、ステージ上での多彩な催しなど、2日間で32,000名
の来場者がありました。
　また会場周辺の内牧商店街では『まるごと阿蘇in内牧』
という地元手作りの商店街振興イベントも開催され、地
域との連携による相乗効果が認められました。
■開催期日：平成23年10月15日㈯・16日㈰
■開催場所：阿蘇市立阿蘇体育館前広場

阿蘇ゆるっと博ファイナル特別イベント
阿蘇の火まつりオープニング

九州ご当地グルメフェア
in  阿蘇
九九
i

蘇全

　「阿蘇ゆるっと博」の最終プロモーションとして、「阿
蘇の火まつり」と連携し、大分県竹田市を拠点として世
界的な活動をみせる和太鼓エンターテイメント集団「Ｔ
ＡＯ」による特別公演、地元横堀岩戸神楽による公演や、
阿蘇ゆるっと博宣伝課長の進藤久明氏によるミニライ
ブなどを実施しました。
　メイン会場の阿蘇市の「はな阿蘇美」から山肌に浮か
びあがる、阿蘇・往生岳に設置した縦横350ｍの日本最
大級の「火」の文字と「阿蘇の火まつり」にふさわしい
「ＴＡＯ」の力強いパフォーマンスに約3,000人の来場者
の方々は魅了されました。
　また、火文字の点火に合わせて、東北地方の復興を祈
願した風船を来場者に配布しての「バルーンリリース」
も実施しました。
■開催期日：平成24年3月10日㈯　14時～ 20時
■開催場所：はな阿蘇美（阿蘇市小里）

　『阿蘇音楽大陸～音旅～』は、「ゆっくり、のんびり、
阿蘇大陸」に込められた、素顔の阿蘇に触れる新しい旅
のカタチ―無限の可能性を秘めた「音楽」のパビリオン
として、阿蘇ゆるっと博と連携し、阿蘇地域での旅の楽
しみ方を団塊世代やファミリー層をターゲットにして
実施されました。
　平成23年10月2日㈰阿蘇市の乙姫ハイランド会場では延
べ1,200名、平成23年10月29日㈯・30日㈰南阿蘇村のあそ
望の郷くぎの会場では延べ約2,500名にご来場頂きました。

阿蘇音楽大陸「音旅」コンサート
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阿
蘇
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

シ
ス
テ
ム
導
入

阿
蘇
く
じ
ゅ
う
観
光
圏
交
通
案
内

支
援
（
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｏ
バ
ス
）

電
動
ア
シ
ス
ト
機
能
付
き

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
設
置

あ
そ
ま
る
切
符

新
登
場

　
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
地
域
は
、
外
国
航
路
船
舶
乗
降
客
数

84
万
人
を
受
け
入
れ
る
、
九
州
の
玄
関
口
で
あ
る
博
多

港
と
連
携
し
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
を
快
適
に
ナ
ビ

ゲ
ー
ト
し
て
い
く
計
画
で
す
。

　
こ
の
計
画
に
併
せ
て
域
内
の
交
通
結
節
拠
点
に
、
周

遊
と
滞
留
を
促
す
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
（
次

世
代
型
デ
ジ
タ
ル
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
）
に
よ
る
先
進
的
な
案
内
表
示
を
設
置
し
、
将

来
的
に
博
多
港
と
の
連
動
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
、

誘
客
促
進
と
移
動
支
援
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
平
成
23
年
度
は
、
阿
蘇
地
域
に
お
け
る
主
要
拠
点
5

箇
所
に
シ
ス
テ
ム
を
追
加
で
設
置
し
た
こ
と
で
、
計
14

台
と
な
り
、
阿
蘇
ゆ
る
っ
と
博

で
の
移
動
支
援
や
情
報
受
発
信

な
ど
、
滞
在
交
流
型
観
光
地
に

向
け
た
環
境
づ
く
り
を
整
備
し

ま
し
た
。

　
平
成
23
年
度
よ
り
福
岡
都
市
圏
を
発
地
と
し
て
、
一

部
の
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
観
光
圏
へ
の
、
会
員
制
貸
切
バ
ス

『
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｏ
バ
ス
』
の
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

　「
福
岡
市
↓
黒
川
温
泉
↓
竹
田
市
」、「
福
岡
市
↓
山

鹿
市
↓
菊
池
市
↓
阿
蘇
市
」
の
2
つ
の
ル
ー
ト
に
、
24

年
4
月
か
ら
「
福
岡
市
↓
阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
↓
高
森

町
↓
高
千
穂
町
」
と
い
う
新
し
い
ル
ー
ト
が
新
設
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
会
員
制
貸
切
バ
ス
を
基
軸
と
し
た
誘
客

促
進
と
、
圏
域
内
に
お
け
る
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

情
報
の
提
供
に
よ
る
移
動
支
援
を
促
す
た
め
、
公
共
交

通
案
内
と
滞
在
地
の
観
光
案
内
を
セ
ッ
ト
に
し
た
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
会
員
制
貸
切
バ
ス
利
用
者
へ
の

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
の
発
送
と
九
州
内
各
拠
点
へ
の
情

報
提
供
を
推
進
し
ま
し
た
。

　
地
域
交
流
の
受
け
皿
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
阿
蘇
地
域

の
主
要
駅
及
び
滞
在
促
進
地
区
に
、
電
動
ア
シ
ス
ト
自

転
車
を
使
っ
た
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
導
入
し
、
阿
蘇
地

域
に
点
在
す
る
地
域
資
源
を
時
間
を
か
け
て
楽
し
め
る

仕
組
み
と
、
滞
在
交
流
型
観
光
の
推
進
を
図
り
ま
し
た
。

　
平
成
23
年
度
は
、

阿
蘇
市
の
阿
蘇
火

山
博
物
館
、
阿
蘇
山

ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
駅
、

小
国
町
の
木
魂
館
、

ゆ
け
む
り
茶
屋
、

立
温
泉
観
光
協
会
、

坂
本
善
三
美
術
館

に
そ
れ
ぞ
れ
5
台

ず
つ
、
計
30
台
を
設

置
し
ま
し
た
。

　
Ａ
Ｎ
Ａ
並
び
に
旅
行
商
品
「
Ａ
Ｎ
Ａ
ス
カ
イ
ホ
リ

デ
ー
」
の
阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
到
着
便
ご
利
用
の
お
客

様
を
対
象
に
、
全
日
本
空
輸
㈱
と
九
州
産
業
交
通
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
が
、
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
観
光
を
共
同
で

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
。

　
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
高
千
穂
地
域
及
び
熊
本
駅
ま
で
の
九

州
産
交
バ
ス
が
乗
り
放
題
に
な
る
お
得
な
乗
車
券
『
あ

そ
ま
る
』（
2
日
券
・
3
日
券
）
を
発
売
し
ま
し
た
。
定

期
観
光
バ
ス・特
急
バ
ス
・
地
元
路
線
バ
ス
・
阿
蘇
山
ロ
ー

プ
ウ
ェ
ー
も
利
用
対
象
な
の
で
、
阿
蘇
を
ゆ
っ
く
り
、

ぐ
る
っ
と
観
光
し
た
い
方
に
ぴ
っ
た
り
の
１
枚
で
す
。

の交通体系
づくり

■Ａ4判カラー　8ページ
  20,000部
■YOKARO会員への
　ダイレクトメール発送
　（福岡都市圏7,700名相当）
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　阿蘇くじゅう観光圏は、熊本・大分の県境に広がる「阿蘇くじゅう国立公園」に、宮崎県の高千穂町を加えた、
地形及び歴史的に共通の特性をもつ広大なエリアです。本事業では、観光圏整備法に基づき、2泊3日以上の滞在
型観光が可能な観光圏の形成を推進しています。

阿
蘇
く
じ
ゅ
う
観
光
圏

旅
行
商
品
造
成
・
広
報

阿
蘇
く
じ
ゅ
う
高
千
穂

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成

　
平
成
24
年
度
か
ら
阿
蘇
ゆ
る
っ
と
博
の
受
入
体
制
の

維
持
を
図
り
な
が
ら
、
さ
ら
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た

観
光
地
の
確
立
を
目
指
し
、
平
成
24
年
度
上
期
催
行
の

周
遊
型
・
滞
在
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
地
元
旅
行
業
団
体
に

よ
り
新
規
に
造
成
し
ま
し
た
。

■
九
州
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
（
Ｊ
Ｒ
九
州
）
と
の
連
携

　
九
州
新
幹
線
全
線
開
業
効
果
を
最
大
限
活
用
す
る
た

め
、
Ｊ
Ｒ
九
州
と
連
携
を
図
り
、
九
州
管
内
を
含
む
関

西
以
西
か
ら
の
新
規
顧
客
獲
得
を
目
的
と
し
た
商
品
造

成
・
広
報
展
開
を
図
り
ま
し
た
。

■
株
式
会
社
リ
ク
ル
ー
ト
（
九
州
じ
ゃ
ら
ん
）
と
の
連
携

　
九
州
管
内
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
、
新
し
い
阿
蘇
の

魅
力
を
伝
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
利
用
頻
度
の
比
較
的

高
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
や
旅
行
雑
誌
を
活
用
し
た
広
報

展
開
を
図
り
ま
し
た
。

■
全
日
本
空
輸
株
式
会
社
（
Ａ
Ｎ
Ａ
）
と
の
連
携

　
航
空
キ
ャ
リ
ア
と
連
携
を
図
る
こ
と
で
、
関
東
・
関

西
か
ら
の
新
規
顧
客
獲
得
を
目
的
に
、
阿
蘇
く
じ
ゅ
う

観
光
圏
の
空
の
玄
関
口
で
あ
る
「
阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
」

を
拠
点
と
し
て
の
商
品
造
成
・
広
報
展
開
を
図
り
ま
し

た
。

　
滞
在
交
流
型
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
観
光
地
づ
く
り

を
進
め
る
中
に
お
い
て
、
航
空
会
社
や
鉄
道
・
バ
ス
会

社
と
連
携
し
た
公
共
交
通
網
を
主
軸
に
置
い
た
取
組
み

は
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
主
流
と
な
っ
て
い
る

マ
イ
カ
ー
で
の
ド
ラ
イ
ブ
型
観
光
の
来
訪
者
へ
も
情
報

提
供
す
る
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
地
域
内
外
へ
情
報
発
信
を
行
い
、
観
光
圏

へ
の
誘
客
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
観
光
圏
に
お
け
る

滞
在
機
能
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
阿
蘇
く
じ
ゅ

う
観
光
圏
の
秋
冬
季
限
定
の
「
食
」
情
報
や
イ
ベ
ン
ト

情
報
を
、
さ
ら
に
は
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
ク
ー
ポ
ン
な

ど
を
セ
ッ
ト
に
し
た
総
合
版
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成

し
ま
し
た
。

■
Ａ
4
判
カ
ラ
ー
　
16
ペ
ー
ジ
　
5
0
、0
0
0
部

ラ

1
ペ

ジ

5
0
0
0
0
部

報
展
開
を
図
り
ま
し
た
。

阿蘇くじゅう観光圏
観光庁　観光地域づくりプラットフォーム支援事業
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東
京
駅
前
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

「
Ｔ
Ｉ
Ｃ
東
京
」
へ
の
参
画

阿
蘇
地
域
観
光

多
言
語
マ
ッ
プ
作
成

　
東
京
駅
前
の
Ｔ
Ｉ
Ｃ
東
京
に
参
画
し
、
首
都
圏
を
中

心
に
情
報
提
供
を
行
い
、
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
観
光
圏
へ
の

誘
客
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
阿
蘇
ゆ
る
っ
と
博
に
お

け
る
冬
季
イ
ベ
ン
ト「
阿
蘇
温
泉
郷・湯
ご
も
り
祭
」や
、

春
の
風
物
詩
「
阿
蘇
の
火
ま
つ
り
」
の
紹
介
、
平
成
24

年
度
上
期
旅
行
商
品
等
の
広
報
な
ど
を
目
的
に
、
森
観

光
ト
ラ
ス
ト
㈱
の
協
力
の
も
と
、
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
観
光

圏
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
観
光
Ｐ
Ｒ
と
併
せ
て
、
地
域
物
産
の
展
示
販

売
も
併
設
す
る
と
共
に
、
阿
蘇
ゆ
る
っ
と
博
の
宣
伝
課

長
で
あ
る
進
藤
久
明
氏
の
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な

ど
を
加
え
て
相
乗
効
果
を
図
り
ま
し
た
。

　
阿
蘇
地
域
で
は
、「
阿
蘇
ゆ
る
っ

と
博
」
の
取
組
み
を
ベ
ー
ス
に
、

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
観
光
振
興

及
び
外
国
人
観
光
客
を
も
も
て
な

す
魅
力
の
向
上
と
、
多
言
語
化
に
よ
る
案
内
や
地
域
で

の
人
と
の
交
流
な
ど
、
国
際
競
争
力
の
あ
る
観
光
地
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
外
国
人
観
光
客
へ
の

利
便
性
の
高
い
案
内
表
示
等
に
つ
い
て
、
通
常
の
４
カ

国
語
（
英
語
・
韓
国
語
・
中
国
語
・
台
湾
語
）
に
加
え
、

欧
州
、
特
に
来
訪
者
の
多
い
フ
ラ
ン
ス
語
に
つ
い
て
検

討
を
行
い
、
多
言
語
情
報
提
供
モ
デ
ル
を
確
立
さ
せ
る

た
め
、
多
言
語
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
外
国
人
観
光
客
の

受
入
体
制
の
確
立
・
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

■
Ａ
2
判
カ
ラ
ー
　
折
り
た
た
み
式

　
英
語
3
万
部
・
韓
国
語
3
万
部
・
中
国
語
1
万
部
・

　
台
湾
語
2
万
部
・
フ
ラ
ン
ス
語
1
万
部
　
計
10
万
部

阿
蘇
く
じ
ゅ
う
観
光
圏

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
育
成
研
修

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
動
画
情
報
の

制
作
・
配
信

阿
蘇
く
じ
ゅ
う
観
光
圏

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

　
阿
蘇
ゆ
る
っ
と
博
で
は
、
現
場
で
の
相
談
な
ど
適
切

に
対
応
す
る
地
域
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
、
一
番
の
要
と

な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
各
市
町
村
単
位
に
あ
る
観
光
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
や
、
地
元
旅
行
会
社
な
ど
を
地
域
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
し
て
育
成
す
る
た
め
の
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
研
修
会
で
は
、
各
エ
リ
ア
で
の

現
地
研
修
な
ど
を
取
り
入
れ
、
情
報
共
有
・
横
の
連
携

強
化
を
含
め
た
受
入
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

　
阿
蘇
地
域
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
展
開
し
て
い

く
に
あ
た
り
、
九
州
の
観
光
資
源
で
あ
る
阿
蘇
の
自
然

美
、
伝
統
な
ど
を
映
像
化
し
、
閲
覧
回
数
の
多
い
動
画

配
信
企
画
「N

ippon  A
rchives

」
を
活
用
し
た
配

信
に
よ
り
、
滞
在
交
流
型
観
光
の
情
報
提
供
を
行
い
、

誘
客
促
進
と
滞
在
機
能
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

　「N
ippon  A

rchives

」
で
制
作
し
た
動
画
は
、
全

番
組
で
年
間
延
べ
約
1
、5
0
0
万
回
の
ア
ク
セ
ス
数

を
誇
り
、
首
都
圏
近
郊
で
の
視
聴
者
が
多
く
、
番
組
で

取
り
上
げ
た
土
地
へ
の
来
訪
促
進
に
も
繋
が
っ
て
い
ま

す
。
撮
影
し
た
素
材
は
、
Ｃ
Ｍ
へ
の
リ
メ
イ
ク
、
展
示

会
や
観
光
案
内
所
な
ど
二
次
利
用
も
可
能
で
す
。

　
基
調
講
演
に
観
光
庁
観
光
地
域
振
興
部
長
の
志
村
格

氏
を
お
招
き
し
、「
観
光
を
核
と
し
た
地
域
振
興
に
つ

い
て
」
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
「
阿
蘇
ゆ
る
っ
と
博
が
め
ざ
す
も

の
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
実
績
報
告
の
内
容
を
踏
ま
え
専

門
家
の
方
々
か
ら
ご
意
見
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
意
見
交
換
を
交
え
地
元
案
内
人
や

宿
泊
施
設
、
交
通
事
業
者
な
ど

ツ
ー
リ
ズ
ム
関
係
の
参
加
者
の

皆
様
と
共
に
、
今
後
の
「
阿
蘇

く
じ
ゅ
う
観
光
圏
」
と
し
て
の

新
た
な
展
開
に
関
す
る
意
識
の

共
有
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
当

日
は
、
約
200
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

第1回  平成23年8月31日㈫  阿蘇市 …… 65名
第2回  平成23年10月4日㈫  阿蘇市 …… 28名
第3回  平成23年10月26日㈫  南小国町 … 20名
第4回  平成23年12月15日㈭  高森町 …… 36名
第5回  平成24年2月10日㈮  竹田市 …… 30名
第6回  平成24年2月24日㈮  高千穂町 … 39名

第１回コンシェルジュ研修会

PRブース風景

進藤久明氏ライブ風景
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8

ス
ト
ー
リ
ー
の
紹
介

活
動
・
整
備
紹
介

■
阿
蘇
ジ
オ
パ
ー
ク
を
感
じ
る
「
ス
ト
ー
リ
ー
」

　
阿
蘇
地
域
の
1
市
4
町
3
村
に
ま
た
が
る
阿
蘇
ジ
オ

パ
ー
ク
に
は
、
現
在
33
ヶ
所
の
ジ
オ
サ
イ
ト
（
み
ど
こ

ろ
）
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
辿
る
こ
と
で
、
阿
蘇
火

山
の
成
り
立
ち
を
知
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
感
じ
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。

　
阿
蘇
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
、
阿
蘇
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
分

か
り
や
す
く
示
し
、
訪
れ
た
方
が
興
味
を
持
っ
て
、
楽

し
く
周
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
取
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。
平
成
23
年
度
は
、
環
境
省
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
地

域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
事
業
を
活
用
し
な
が
ら
、
ソ
フ

ト
・
ハ
ー
ド
両
面
で
充
実
し
た
活
動
を
展
開
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

地
域
の
教
育
普
及
活
動
…
地
域
巡
回
講
座
「
阿
蘇
ジ
オ

パ
ー
ク
を
語
ろ
う
！
」
を
、
各
市
町
村
の
地
域
づ
く
り

団
体
な
ど
を
中
心
に
計
8
回
実
施
し
ま
し
た
。
地
域
の

皆
さ
ん
と
ジ
オ
パ
ー
ク
の
資
源
を
考
え
る
機
会
と
し

て
、
今
後
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち

の
教
育
活
動
と
し
て
、阿
蘇
火
山
博
物
館
と
共
同
で
「
火

山
と
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
、
学
習
成
果
の

発
表
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
様
々
な
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
教
育
・
普
及
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ジ
オ
ツ
ア
ー
の
立
案
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
…
広
い

阿
蘇
ジ
オ
パ
ー
ク
を
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
学
び
な
が
ら
、

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
コ
ー
ス
を
5

コ
ー
ス
作
成
し
、
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
活
用
し
た
ツ
ア
ー
商
品
や
、

新
た
な
コ
ー
ス
の
作
成
な
ど
、
阿
蘇
ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅

力
を
更
に
感
じ
る
こ
と
が
出
来
る
コ
ー
ス
作
り
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
コ
ー
ス
の
整
備
に
合
わ
せ
て
阿

蘇
ジ
オ
パ
ー
ク
の
内
容
や
活
動
を
体
系
的
に
理
解
す
る

こ
と
が
出
来
る
「
阿
蘇
ジ
オ
パ
ー
ク
・
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

を
作
成
し
て
い
ま
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
…
平
成
24
年
3
月
に
は
、
阿
蘇

ジ
オ
パ
ー
ク
の
拠
点
施
設
で
あ
る
阿
蘇
火
山
博
物
館
に

お
い
て
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
の
尾
池
和
夫
委
員

長
（
前
京
都
大
学
総
長
）
を
は
じ
め
多
方
面
か
ら
ゲ
ス

ト
を
お
招
き
し
て
「
阿
蘇
ジ
オ
パ
ー
ク
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

 その１
　世界最大級の大きさを持つカルデ
ラや、外輪山に広がる火砕流地形な
どの爪痕から、巨大噴火の歴史を見
ることが出来ます。
大観峰カルデラジオサイト（大観峰）

 その２
　今もなお活発な活動を続けている
中岳火口とその周辺は、生きた火山
から地球の息吹を感じることが出来
る場所です。

中岳ジオサイト（中岳火口）

池山・山吹ジオサイト（池山水源）

 その３
　広大な草原や豊かな水など、火山
の恵みと人々との関わりを感じるこ
とが出来ます。

　地球のダイナミックな活動を感じ、楽しむことが出来る“大地の公園”「ジオパーク」。
　阿蘇ジオパークは、火山の様々な地形・地質と、火山の恵みを受け暮らしてきた人間とのつながりを感じることが出
来る場所です。現在、ユネスコが支援する世界ジオパークネットワークへの認定を目指し、様々な活動を行っています。
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解
説
板
…
ジ
オ
サ

イ
ト
の
特
徴
や
成

り
立
ち
を
示
し
た

解
説
板
を
順
次
設

置
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
観
光
の
拠

点
に
は
順
次
総
合

案
内
板
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

ジ
オ
パ
ー
ク
拠
点
整
備
…
阿
蘇
山
上
の
阿
蘇
火
山
博
物

館
１
階
に
は
「
阿
蘇
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
」
を
設
置
し
、

山
麓
の
阿
蘇
地
域
振
興
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し

な
が
ら
一
体
的
な

ジ
オ
パ
ー
ク
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

推
進
室
に
は
常
勤

職
員
を
3
名
配
置

し
て
お
り
、
連
絡

機
能
や
情
報
発
信

の
役
割
を
強
化
し

て
い
ま
す
。

ジ
オ
ツ
ア
ー
の
立
案
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
…
広
い

阿
蘇
ジ
オ
パ
ー
ク
を
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
学
び
な
が
ら
、

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
コ
ー
ス
を
5

コ
ー
ス
作
成
し
、
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
活
用
し
た
ツ
ア
ー
商
品
や
、

新
た
な
コ
ー
ス
の
作
成
な
ど
、
阿
蘇
ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅

力
を
更
に
感
じ
る
こ
と
が
出
来
る
コ
ー
ス
作
り
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
コ
ー
ス
の
整

備
に
合
わ
せ
て
阿

蘇
ジ
オ
パ
ー
ク

の
内
容
や
活
動
を

体
系
的
に
理
解
す

る
こ
と
が
出
来
る

「
阿
蘇
ジ
オ
パ
ー

ク
・
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」
を
作
成
し
て

い
ま
す
。

ポ
ス
タ
ー
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
、
PR
活
動
の
展
開
…

阿
蘇
ジ
オ
パ
ー
ク
を
内
外
に
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
統

一
ビ
ジ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
、
県
内
外
の
拠
点
へ
配
布
を
始
め
て
い
ま

す
。

阿
蘇
「
世
界
」

ジ
オ
パ
ー
ク
に
向
け
て
…

　
阿
蘇
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
、
阿
蘇
地
域
の
恵
ま
れ
た
地

形
・
地
質
遺
産
と
人
間
生
活
と
の
歴
史
を
世
界
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
、
地
域
資
源
の
一
層
の
保
全
・
活
用
に
繋

げ
て
い
く
た
め
、「
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

へ
の
加
盟
認
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
解
説
板
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
コ
ー

ス
マ
ッ
プ
な
ど
は
、
順
次
多
言
語
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
阿
蘇
地
域
振
興
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
が
進
め
る

回
遊
の
交
通
体
系
の
仕
組
み
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

（
電
子
看
板
）
シ
ス
テ
ム
や
地
域
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と

の
連
携
を
行
い
、
日
本
を
代
表
し
、
世
界
に
誇
る
ジ
オ

パ
ー
ク
を
つ
く
り
上
げ
て
行
き
ま
す
。
阿
蘇
に
お
住
い

の
皆
様
が
名
実
と
も
に
「
世
界
に
誇
れ
る
阿
蘇
」
を
目

指
し
て
、
平
成
24
年
度
も
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
を
一
層
推

進
し
て
参
り
ま
す
。

コースマップ

阿蘇ジオパーク「めざせ！
 世界ジオパーク」

推進室移転開所式 総合案内板



公
益
法
人
制
度
に
伴
う

新
法
人
へ
の
移
行
に
つ
い
て

熊
本
ツ
ー
リ
ズ
ム

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
活
動

世
界
文
化
遺
産
登
録
に
関
す
る

活
動

　
平
成
20
年
12
月
１
日
か
ら
5
年
間
を
移
行
期
間
と
す

る
公
益
法
人
制
度
改
革
に
伴
い
、
阿
蘇
地
域
振
興
デ
ザ

イ
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
理
事
会
・
幹
事
会
に
お
い
て
新
法

人
移
行
の
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
検
討
を
す
る
中
で
、
平
成
24
年
度
か
ら
の
今
後

5
年
間
の
事
業
方
針
と
な
る
中
期
計
画
を
策
定
致
し
ま

し
た
。
今
後
財
団
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
事
業
を
精
査

す
る
中
で
、
公
益
財
団
法
人
へ
の
移
行
を
目
指
す
方
向

で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
平
成
23
年
度
は
、
公
益
財
団
法
人
と
し
て
の

方
向
性
を
明
確
に
し
な
が
ら
、
阿
蘇
地
域
振
興
デ
ザ
イ

ン
セ
ン
タ
ー
の
事
業
内
容
と
組
織
体
制
を
確
立
す
る
こ

と
を
視
野
に
そ
の
事
業
内
容
を
、
一
般
事
業
と
し
て
の

広
域
的
な
地
域
づ
く
り
型
観
光
（
阿
蘇
ゆ
る
っ
と
博
）

を
中
心
と
し
た
事
業
（
地
域
振
興
と
観
光
振
興
）
と
、

公
益
事
業
と
し
て
の
阿
蘇
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
を
中
心
と

し
た
事
業
（
環
境
・
景
観
保
全
及
び
地
質
・
地
形
・
歴
史
・

文
化
・
教
育
）
の
大
き
く
2
つ
に
分
け
て
進
め
ま
し
た
。

　
熊
本
ツ
ー
リ
ズ
ム
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
、
熊
本
県
全

体
で
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
、
そ
れ

を
全
国
に
一
体
的
に
発
信
す
る
た
め
、
関
係
者
が
連
携

し
た
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
策
の
実
施
及
び
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

の
創
出
な
ど
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
熊
本
県
内
の

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
持
続
的
な
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
団
体
で
す
。

　
平
成
23
年
度
は
「
阿
蘇
ゆ
る
っ
と
博
」
の
開
催
に
併

せ
て
「
第
10
回
全
国
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
熊
本
阿
蘇
大
会
」
が
阿
蘇
地
域
の
8
会
場
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
分
科
会
（
会

場
は
各
パ
ビ
リ
オ
ン
）
で
の

事
例
発
表
や
意
見
交
換
、
全

体
会
で
は
日
本
の
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
振
り
返
り
な

が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
在
り
方
に
つ
い
て
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第10回全国グリーンツーリズム
ネットワーク熊本阿蘇大会（全体会）

第10回全国グリーンツーリズム
ネットワーク熊本阿蘇大会（全体会）
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阿
蘇
の
地
域
情
報
を
発
信
中
！

　
世
界
文
化
遺
産
は
、「
世
界
の
文
化
遺
産
及
び
自
然

遺
産
の
保
護
に
関
す
る
条
約
」
に
基
づ
き
、「
世
界
遺

産
リ
ス
ト
」
に
登
録
さ
れ
て
い
る
顕
著
に
し
て
普
遍
的

な
価
値
を
持
つ
人
類
共
通
の
資
産
の
こ
と
で
す
。
阿
蘇

地
域
は
、
こ
の
世
界
的
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
、
登
録

に
向
け
た
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
阿
蘇
地
域
振
興
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
世
界
文
化

遺
産
の
前
段
と
な
る
国
の
「
重
要
文
化
的
景
観
」
の
選

定
を
目
指
し
て
、
熊
本
県
と
市
町
村
に
よ
り
設
立
し
た

「
阿
蘇
世
界
文
化
遺
産
登
録
推
進
協
議
会
」
と
連
携
し
、

「
阿
蘇
環
境
デ
ザ
イ
ン
策
定
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
地
域
情
報

情
報
誌

●
情
報
誌
「
Ａ
Ｓ
Ｏ
大
陸
」

　
Ｖ
ｏ
ｌ
30
…
１
５
、０
０
０
部

●
機
関
誌
「
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
」

　
Ｖ
ｏ
ｌ
18
…
３
０
、０
０
０
部

●
阿
蘇
地
域
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　「
阿
蘇
ウ
ル
ト
ラ
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
…
３
０
、０
０
０
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

● 

平
成
23
年
度
は
、
阿
蘇
ゆ
る
っ
と
博
の
開
催
に
伴

い
、
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
地
域
の
情
報
を
紹
介
す
る
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の

管
理
・
運
営
を
行
い
ま
し
た
。
阿
蘇
ゆ
る
っ
と
博

に
お
け
る
四
季
折
々
の
旬
な
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー

に
提
供
し
ま
し
た
。

　
■
阿
蘇
ゆ
る
っ
と
博
　http://w

w
w
.aso-kuju.jp

　
■
阿
蘇
・
旅
の
市
場
　http://w

w
w
.asonavi.jp

● 

「
ス
ロ
ー
な
阿
蘇
つ
ぐ
り
」
を
よ
り
分
か
り
易
く
紹

介
す
る
た
め
、
動
画
専
門
サ
イ
ト
「
阿
蘇
テ
レ
ビ
」

も
開
設
し
て
い
ま
す
。
阿
蘇
テ
レ
ビ
に
お
い
て
、

阿
蘇
地
域
振
興
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
が
推
進
し
て

い
る
「
阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
楽
し
み

方
や
公
共
交
通
と
の
つ
な
が
り
な
ど
を
１
件
１
件

動
画
で
配
信
し
、
素
顔
の
阿
蘇
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。
平
成
23
年
度
は
、
阿
蘇
ゆ
る
っ
と
博
を
Ｐ
Ｒ

す
る
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
成
し
、掲
載
し
ま
し
た
。

Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
番
組
の
運
営

　
毎
週
土
曜
日
の
お
昼
12
時
30
分
か
ら
13
時
ま
で
の

30
分
番
組
、
Ｆ
Ｍ
熊
本
の
「
ゆ
っ
く
り
の
ん
び
り
Ａ

Ｓ
Ｏ
大
陸
」
の
放
送
内
容
や
取
材
先
の
決
定
、
生
電

話
コ
ー
ナ
ー
の
出
演
者
の
手
配
等
を
行
い
ま
し
た
。

阿
蘇
地
域
の
人
や
自
然
、
観
光
地
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
広
く
紹
介
し
、
阿
蘇
の
魅
力
発
信
し
て
い
ま
す
。
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熊　本　77.4MHz
阿　蘇　81.3MHz
南阿蘇　76.8MHz
小　国　80.4MHz
人　吉　82.0MHz
五　木　81.3MHz
御所浦　78.4MHz
牛　深　76.9MHz

http://www.fmk.fm/aso/

第17回  阿蘇人塾（阿蘇地域づくり塾）の開催
　阿蘇人塾は、阿蘇で地域づくりに携わる地域の後継者や
若手の地域づくりリーダー、阿蘇に興味がある地域内外の
方々に呼びかけ、人づくり・地域づくり塾的な位置づけと
して開催しています。
　平成23年度は、阿蘇市観光協会との共催で、専門家を招
聘し、ツイッター及びフェイスブックに関する講習会を開
催しました。

■開催日：平成23年6月24日㈮
■場　所：阿蘇市商工会（本所）2Ｆ会議室（阿蘇市）
■内　容：ツイッター及びフェイスブック講習会
■講　師：熊本市2名、佐賀県武雄市1名
■参加者：60名

阿蘇地域づくり支援事業
　「阿蘇ゆるっと博」推進のために、新たな地域づくりの
取組・地域の活性化及びツーリズム創出の効果が期待で
きる事業へ支援を行いました。

①内牧温泉街散策して楽しい商店街創り事業（内牧繁栄会）
②西原ゆるっと博/萌の里パビリオン整備事業
　（阿蘇ゆるっと博西原村実行委員会）
③阿蘇ゆるっと博「たじりパビリオン」誘客促進事業
　（阿蘇ゆるっと博産山村実行委員会）
④南外輪山2地域連携エコトレッキング事業
　（柿野・山田牧野組合第2部造林組合）
⑤宮原一番街商店街川まつり（2011川まつり実行委員会）
⑥“Genesis-2”起源展音楽祭with根子岳ごはん
　池田一「平和へのＬ字線分」プロジェクト2011
　（Genesis起源展実行委員会）
⑦南阿蘇・大草原コンサート
　－アーティストと南阿蘇の子どもが音符と語りで紡ぐ－
　（南阿蘇・大草原コンサート実行委員会）
⑧うろんころん2011「東外輪山ウォーキングin高森」
　（高森町観光協会）
⑨阿蘇市健康づくりの郷事業（阿蘇市健康づくりの郷推進委員会）
⑩南阿蘇村観光PR・物産キャンペーン（南阿蘇村観光協会）
⑪高森町グリーンツーリズム推進事業
　（第10回全国グリーンツーリズムネットワーク
　  熊本阿蘇大会高森町実行委員会）
⑫阿蘇ご当地グルメガイドブック作成事業
　（阿蘇ご当地グルメ制作委員会）
⑬蘇陽峡もみじ祭～山都町蘇陽ツーリズム
　～ゆっくり、のんびり、山の時間（蘇陽峡もみじ祭実行委員会）
⑭西原村ゆるっと博／萌の郷地区ツーリズム環境整備事業
　（萌の郷地区パビリオン企画委員会）
⑮タウンツーリズム推進活動事業（阿蘇人塾）

助　成　事　業 研究・研修

第１回　大阿蘇元気ウォーク（阿蘇市）

　
平
成
23
年
度
は
４
社
の
ス
ポ
ン
サ
ー
で
「
Ｆ
Ｍ
Ｋ
あ
そ
大

陸
の
会
」
を
運
営
し
、
番
組
の
企
画
・
協
議
を
行
い
な
が
ら

進
め
ま
し
た
。

産山村取材風景

平成23年度
スポンサー一覧

　●阿蘇地域振興
　　デザインセンター
　●㈱阿蘇熊牧場
　●㈱日本リモナイト
　●黒川温泉観光旅館
　　協同組合
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『「
人
」
と
の
出
会
い
に
感
謝
』

　
は
じ
め
ま
し
て
、
今
年
6
月
か
ら
財
団
法
人
阿
蘇
地

域
振
興
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
南
阿

蘇
村
の
岩
本
と
申
し
ま
す
。

　
阿
蘇
Ｄ
Ｃ
で
は
、
日
々
新
た
な
方
々
と
の
「
出
会
い
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
人
と
の
出
会
い
」
に
感
謝
し
、

大
事
に
関
係
性
を
築
き
な
が
ら
、
交
流
や
連
携
を
深
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
阿
蘇
地
域
は
、
魅
力
あ
る
観
光
地
・
温
泉
地
・
水
源

地
な
ど
数
多
く
の
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
観
光
、

地
域
、
人
、
交
通
展
開
等
を
上
手
く
活
用
し
な
が
ら
、

滞
在
交
流
が
長
く
で
き
る
地
域
を
一
つ
で
も
多
く
増
や

し
て
い
く
こ
と
が
地
域
活
性
化
の
向
上
に
繋
が
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
阿
蘇
の
一
員
と
し
て
、
自

分
に
出
来
る
こ
と
は
何
か
を
日
々
考
え
な
が
ら
、
阿
蘇

の
魅
力
に
つ
い
て
情
報
発
信
し
て
い
く
と
と
も
に
阿
蘇

地
域
の
活
性
化
向
上
に
繋
が
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

『
世
界
が
認
め
る
阿
蘇
へ
』

　
平
成
23
年
度
は
、「
阿
蘇
ゆ
る
っ
と
博
」
の
開
催
。
そ

れ
は
、
平
成
14
年
度
か
ら
推
進
し
て
き
た
「
ス
ロ
ー
な
阿

蘇
づ
く
り
」
の
集
大
成
で
も
あ
り
ま
す
。
阿
蘇
カ
ル
デ
ラ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
開
発
と
公
共
交
通
の
シ
ス
テ
ム
化
の
融
合

が
ベ
ー
ス
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
重
要
な
ウ
ェ
イ

ト
を
占
め
て
い
た
の
が
、
各
パ
ビ
リ
オ
ン
で
頑
張
っ
て
い

た
だ
い
た
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
皆
様
方
で
す
。
市
町
村
の

枠
を
越
え
、
県
境
を
越
え
、
人
と
人
が
つ
な
が
り
、
受
け

皿
と
し
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
、「
東
北
観
光

博
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
全
国
的
な
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
へ

と
発
展
し
ま
し
た
。

　
こ
の
「
阿
蘇
ゆ
る
っ
と
博
」
か
ら
更
な
る
発
展
を
視
野

に
入
れ
、
大
分
県
竹
田
市
に
加
え
、
宮
崎
県
高
千
穂
町
へ

と
観
光
圏
整
備
法
に
基
づ
く
環
境
の
枠
を
広
げ
、「
阿
蘇

く
ま
も
と
空
港
」
を
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
た
戦
略
で
、
滞

在
交
流
型
の
観
光
地
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
は
、
世
界
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
一
歩
前
進
と
な

る
「
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」
認
定
に
向
け
て
、
二
度
目
の
挑

戦
で
す
。世
界
が
認
め
る「
大
地
の
公
園
」を
め
ざ
し
ま
す
。

『
阿
蘇
の
魅
力
発
信
』

　
南
小
国
町
か
ら
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
に
出
向
し
、
3

年
目
を
迎
え
ま
し
た
井
野
加
奈
で
す
。

　
平
成
23
年
度
は
私
に
と
っ
て
、
九
州
新
幹
線
の
全
線

開
業
に
合
わ
せ
開
催
し
た
「
阿
蘇
ゆ
る
っ
と
博
」
に
始

ま
り
「
阿
蘇
ゆ
る
っ
と
博
」
に
終
わ
る
、
と
い
う
、
目

ま
ぐ
る
し
く
過
ぎ
た
１
年
で
し
た
。
地
域
の
方
達
と
会

議
や
話
し
合
い
を
重
ね
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
で
、

市
町
村
の
枠
を
超
え
、
阿
蘇
全
体
で
阿
蘇
の
魅
力
を
発

信
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
事
務
局
と

し
て
反
省
す
る
部
分
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
ご
協
力

い
た
だ
い
た
地
域
の
皆
様
や
関
係
機
関
の
皆
様
に
は
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
今
年
度
以
降
も
、
さ
ら
に
地
域
間
の
連
携
が
深
ま
っ

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
つ
つ
、
私
自
身
も
、
今
年
が
デ

ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
出
向
最
後
の
年
と
な
る
の
で
、

悔
い
が
残
ら
な
い
よ
う
皆
様
と
の
関
わ
り
を
大
事
に
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

岩
本
　
真
一

石
松
　
昭
信

堀
田
　
和
孝

　
九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
の
全
線
開
業
と
東
日
本
大

震
災
か
ら
1
年
が
た
ち
、
新
幹
線
の
開
業
効
果
と
修
学
旅

行
や
体
験
学
習
、
観
光
の
行
き
先
も
九
州
へ
と
シ
フ
ト
し

た
1
年
で
し
た
。
東
北
6
県
で
は
、「
阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
ツ
ー

リ
ズ
ム
博
覧
会
」（
以
下
「
阿
蘇
ゆ
る
っ
と
博
」
と
い
う
。）

の
考
え
方
を
モ
デ
ル
に
し
た
東
北
観
光
博
が
始
ま
り
、
東

北
地
域
の
観
光
に
よ
る
復
興
が
本
格
化
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
な
か
、
九
州
に
お
け
る
福
岡
、
熊
本
、
鹿
児
島

の
高
速
鉄
道
交
通
網
の
縦
軸
の
完
成
と
、
中
国
地
方
の
山

口
、
広
島
、
岡
山
お
よ
び
関
西
圏
の
大
阪
周
辺
地
域
が
観

光
や
商
業
の
交
流
圏
域
と
し
て
身
近
な
存
在
と
な
り
つ
つ

あ
り
、
旅
や
ド
ラ
イ
ブ
、
宿
泊
先
な
ど
に
選
ば
れ
る
阿

蘇
と
し
て
、
九
州
・
関
西
と
の
関
係
強
化
を
な
お
い
っ
そ

う
図
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
阿
蘇
地
域
は
、
九
州
新
幹

線
を
活
用
す
れ
ば
、
博
多
駅
や
鹿
児
島
中
央
駅
か
ら
2
時

間
以
内
に
到
着
で
き
る
と
い
う
九
州
で
も
真
ん
中
に
あ
る

地
の
利
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
雲
仙
・
天
草
や
熊

本
市
、
大
分
県
の
由
布
院
や
別
府
、
竹
田
や
宮
崎
県
高
千

穂
な
ど
と
の
横
軸
連
携
や
博
多
、
鹿
児
島
を
見
据
え
た
縦

軸
連
携
も
視
野
に
入
れ
、「
阿
蘇
ゆ
る
っ
と
博
」
で
取
り

組
ん
だ
滞
在
交
流
型
観
光
を
地
域
全
体
に
展
開
し
て
、
地

域
振
興
と
観
光
振
興
の
融
合
を
継
続
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
あ
わ
せ
て
、
阿
蘇
ジ
オ
パ
ー
ク
は
世
界
ブ
ラ
ン
ド
取

得
の
た
め
に
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
再

チ
ャ
レ
ン
ジ
の
準
備
も
進
め
て
き
ま
し
た
。
一
方
で
、
公

益
法
人
制
度
改
革
は
、
1
年
間
か
け
て
検
討
し
て
き
た
中

長
期
の
事
業
計
画
の
内
容
を
も
と
に
、
平
成
25
年
4
月
の

公
益
法
人
の
認
可
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
財
団
の
今
後

5
ヶ
年
の
基
本
的
事
業
を
取
り
ま
と
め
た
中
長
期
計
画
で

は
、
①
豊
か
な
自
然
に
よ
る
世
界
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
、
②

地
域
の
元
気
再
生
に
よ
る
地
域
力
向
上
、
③
広
域
連
携
に

よ
る
競
争
力
の
あ
る
観
光
地
づ
く
り
の
3
つ
の
基
本
方
針

を
定
め
ま
し
た
。
阿
蘇
Ｄ
Ｃ
は
、
次
長
制
度
を
設
け
、
事

務
局
機
能
の
強
化
を
図
り
、
阿
蘇
地
域
で
行
動
す
る
シ
ン

ク
タ
ン
ク
と
し
て
、
阿
蘇
地
域
振
興
の
デ
ザ
イ
ン
を
描
き

な
が
ら
広
域
的
な
連
携
を
深
め
て
い
く
役
割
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
平
成
24
年
9
月
末

日
で
、
事
務
局
長
を
退
任
い
た
し
ま
す
。
11
年
の
長
き
に

わ
た
り
、
県
お
よ
び
市
町
村
行
政
・
民
間
の
皆
様
に
は
多

く
の
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
個
性
に
溢
れ
、
日
本
で
も
代
表
的
な
『
住

む
こ
と
が
誇
り
と
な
る
価
値
あ
る
阿
蘇
地
域
』
と
な
る
よ

う
に
、
こ
れ
か
ら
も
応
援
致
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

事
務
局
長

坂
元
　
英
俊

堀
田

和
孝

事
務
局
次
長
　

郷
　
　
澄
雄

興
梠
　
和
明

郷
　
　
秀
成

井
野
　
加
奈

住
む
こ
と
が
誇
り
に
な
る

価
値
あ
る
阿
蘇
を
め
ざ
し
て

　　　　　　　　　阿蘇を元気に！皆さんとともに阿蘇を盛り上げます。

『
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
』

　
財
団
法
人
阿
蘇
地
域
振
興
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
に
派
遣
さ
れ

2
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
九
州
新
幹
線
全
線
開
通
に
併
せ
て
開
幕
し
た
「
阿

蘇
ゆ
る
っ
と
博
」
に
お
い
て
、
四
季
折
々
の
阿
蘇
を
体
験
い
た

だ
く
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
一
年
間
か
け
て
実
施
し
、
多
く
の

方
々
に
新
し
い
阿
蘇
の
魅
力
を
お
伝
え
す
る
こ
と
が
出
来
た
と

思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
23
年
度
に
お
い
て
は
阿
蘇
地
域
振
興
デ
ザ
イ
ン

セ
ン
タ
ー
が
今
後
5
年
間
に
取
り
組
む
事
業
（
活
動
）
に
つ
い

て
取
り
ま
と
め
た
「
中
期
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
基
本
的

な
テ
ー
マ
は
3
つ
で
「
豊
か
な
自
然
に
よ
る
世
界
ブ
ラ
ン
ド
の

確
立
（
阿
蘇
草
原
の
維
持
・
再
生
）」
や
「
地
域
の
元
気
再
生

に
よ
る
地
域
力
向
上
（
情
報
発
信
と
地
域
振
興
）」、「
広
域
連

携
に
よ
る
競
争
力
の
あ
る
観
光
地
づ
く
り
（
阿
蘇
カ
ル
デ
ラ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
）」
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
方
々
と
の
意
見
交
換
や
交
流
を
深
め

な
が
ら
、
阿
蘇
の
地
域
振
興
や
魅
力
発
信
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

『
阿
蘇
は
元
気
で
〜
す
。』

　
阿
蘇
地
域
の
皆
様
、
今
年
の
7
月
か
ら
阿
蘇
地
域
振
興
デ

ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
に
、
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、

郷
澄
雄
と
申
し
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
こ
ち
ら
に
来
て
間
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
阿
蘇
Ｄ

Ｃ
が
取
り
組
む
テ
ー
マ
を
１
つ
１
つ
、
前
進
で
き
る
よ
う
に

局
長
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
特
に

今
年
は
阿
蘇
ジ
オ
パ
ー
ク
が
世
界
認
定
に
向
け
て
の
正
念
場

を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ビ
ッ

ク
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
み
、「
神
の
粒
子
」
と
呼
ば
れ
る
「
ヒ
ッ

グ
ス
粒
子
」
の
発
見
、
宇
宙
誕
生
の
ロ
マ
ン
が
、
後
押
し
し

て
い
る
か
に
思
い
ま
す
。
世
界
最
大
級
の
カ
ル
デ
ラ
が
世
界

ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
る
こ
と
で
、
阿
蘇
地
域
で
生
活
を

営
ん
で
い
る
私
た
ち
と
、
阿
蘇
地
域
を
訪
れ
る
人
々
と
が
共

存
で
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
の
生
活
が
益
々
、
元
気

で
明
る
く
豊
か
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
阿
蘇
の
特
色
を
発
掘
し
磨
き
、
地
域
と
連
携

し
な
が
ら
阿
蘇
の
振
興
発
展
に
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

職 員 紹 介

『
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
』

　
１
年
2
か
月
と
い
う
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
の
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
様
々
な
方
に
出
会
い
、
色

ん
な
事
を
学
ば
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今
ま
で
阿
蘇
に
住
ん

で
い
な
が
ら
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
に
全
く
気
付
い
て
い
な

い
自
分
が
い
ま
し
た
が
、
こ
の
１
年
を
通
し
て
阿
蘇
の
持

つ
地
域
資
源
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
さ
や
、
そ
こ
に
住
む

人
た
ち
の
人
柄
の
良
さ
等
に
改
め
て
気
付
か
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
阿
蘇
に
対
し
て
誇
り

を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
、
税
務
課
に
異
動
と
い
う
こ
と
で
、
デ
ザ
イ
ン
セ

ン
タ
ー
と
は
全
然
違
っ
た
環
境
に
な
り
ま
す
。
一
日
で
も

早
く
仕
事
を
覚
え
、
よ
り
良
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
セ
ン

タ
ー
と
は
方
向
性
は
違
え
ど
、
阿
蘇
に
住
む
方
々
の
生
活

向
上
へ
の
思
い
は
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら

も
全
力
を
尽
く
し
て
仕
事
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
局
長
を
は
じ
め
と
し
て
職
員

の
方
々
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。




